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ダイヤセレクト日本株オープン 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

ダイヤセレクト 

日本株オープン 

 

第23期 運用報告書（全体版） 
 

（決算日 2020年４月20日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「ダイヤセレクト日本株オープ

ン」は、このたび、第23期の決算を行

いましたので、期中の運用状況をご報

告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／国内／株式 特化型 

（課税上は株式投資信託として取扱われ
ます。） 

信託期間 2008年12月26日から2028年10月20日 

運用方針 
信託財産の中長期的な成長を目標として
運用を行います。 

主要投資 
対 象 

ダイヤセレクト 
日本株オープン 

「ダイヤセレクト日本株
マザーファンド」を主要
投資対象とします。 

ダイヤセレクト 
日 本 株 
マザーファンド 

わが国の取引所に上場さ
れている三菱グループ企
業の株式を主要投資対象
とします。 

投資制限 

ダイヤセレクト 
日本株オープン 

・株式への実質投資割合に
は、制限を設けません。 

・外貨建資産への実質投
資割合は、信託財産の純
資産総額の20％以下と
します。 

ダイヤセレクト 
日 本 株 
マザーファンド 

・株式への投資割合には、
制限を設けません。 

・外貨建資産への投資割合
は、信託財産の純資産総
額の20％以下とします。 

分配方針 

毎決算時に、原則として経費控除後の繰
越分を含めた配当等収益および売買益

（評価益を含みます。）等から、基準価額
の水準、市況動向等を勘案して分配を行
う方針です。 
ただし、分配対象額が少額の場合等には、
収益分配を行わないことがあります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留
保した利益については、運用の基本方針
に基づいて運用を行います。 

 
●当ファンドは特化型運用を行います。特化型
ファンドとは、投資対象に一般社団法人投資信
託協会の規則に定める支配的な銘柄が存在し、
または存在することとなる可能性が高いファン
ドをいいます。 

 
●当ファンドの主要投資対象には寄与度（投資対
象候補銘柄の時価総額に占める割合）が10％を
超えるまたは超える可能性の高い支配的な銘柄
が存在するため、特定の銘柄への投資が集中す
ることがあり、当該支配的な銘柄に経営破綻や
経営・財務状況の悪化等が生じた場合には、大き
な損失が発生することがあります。  
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ダイヤセレクト日本株オープン 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

19期(2018年４月20日) 11,219 500 1.4 1,751.13 1.2 97.9 4,132 

20期(2018年10月22日) 10,445 500 △ 2.4 1,695.31 △ 3.2 98.0 3,762 

21期(2019年４月22日) 9,646 0 △ 7.6 1,618.62 △ 4.5 97.9 3,602 

22期(2019年10月21日) 9,549 0 △ 1.0 1,628.60 0.6 98.0 3,497 

23期(2020年４月20日) 7,631 0 △20.1 1,432.41 △12.0 97.3 2,432 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2019年10月21日 9,549 － 1,628.60 － 98.0 

10月末 9,734 1.9 1,667.01 2.4 98.0 

11月末 9,752 2.1 1,699.36 4.3 98.1 

12月末 9,828 2.9 1,721.36 5.7 97.9 

2020年１月末 9,624 0.8 1,684.44 3.4 98.4 

２月末 8,628 △ 9.6 1,510.87 △ 7.2 99.1 

３月末 7,719 △19.2 1,403.04 △13.8 96.5 

(期  末)      

2020年４月20日 7,631 △20.1 1,432.41 △12.0 97.3 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

参考指数はTOPIX（東証株価指数）です。 

TOPIXは、東京証券取引所の知的財産であり、この指数の算出、数値の公表、利用など株価指数に関するすべての権利は東京証券取引所が

有しています。東京証券取引所は、TOPIXの算出もしくは公表の停止またはTOPIXの商標もしくは使用の停止を行う権利を有しています。 
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○運用経過 (2019年10月22日～2020年４月20日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2019年10月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） 参考指数は、TOPIX（東証株価指数）です。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・米中貿易協議の進展 

・中国景気の回復期待 

・大型の補正予算を伴う経済対策 

 

マイナス要因 

・新型コロナウイルスの世界的な感染拡大 

・OPECプラス（石油輸出国機構加盟国とそれ以外の主要産油国）による協調減産交渉の決裂を受けた原油価格の急落 
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■投資環境 
当期、国内株式市場は下落しました。 

期初、米中貿易協議の進展に対する期待感の高まりや、英国のEU（欧州連合）離脱期限延長に関する合意などを背景とし

て、世界的に政治情勢に対する懸念が後退したことから、国内株式市場は上昇しました。その後も、中国の景気回復期待が

高まったことや、国内では大型の補正予算を伴う経済対策に対する期待から、年末にかけて国内株式市場は引き続き堅調に

推移しました。 

2020年初以降は、中国での新型コロナウイルスの感染拡大や国内での感染者の発生などを受けた先行きへの懸念の高ま

りから、投資家のリスク回避の動きが強まり、国内株式市場は大きく下落しました。その後、世界的な株式市場の混乱に歯

止めをかけるべく、FOMC（米連邦公開市場委員会）が追加利下げと量的金融緩和の再開を決定したほか、国内でも日銀がETF

（指数連動型上場投資信託）などの買い入れの拡大を発表するなど、各国中央銀行による異例の大規模金融緩和策が打ち出

されました。しかし、OPECプラスによる協調減産交渉の決裂を受けた原油価格の急落や新型コロナウイルスの世界的な感染

拡大を受けて、その後も株式市場は軟調に推移しました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜ダイヤセレクト日本株オープン＞ 

「ダイヤセレクト日本株マザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持しました。 

当ファンドの基準価額は、マザーファンドの値動きを反映し、20.1％下落しました。 

 

＜ダイヤセレクト日本株マザーファンド＞ 

運用の基本方針に基づき、「三菱グループ企業」の株式の中から、わが国の取引所に上場されている株式を主要投資対象

とし、「時価総額の大きさに応じて投資する戦略」と「配当利回りの大きさに応じて投資する戦略」の２つの戦略を組み合

わせることによって、三菱グループ企業の成長を享受しながら、信託財産の中長期的な成長を目指します。 

当期についても、投資対象銘柄の見直しおよび組入比率を調整する定期的なリバランス（投資配分比率の調整）を2019年

12月初旬と2020年３月初旬に行いました。 

当期を通じて、特に三菱重工業、三菱UFJフィナンシャル・グループ、JXTGホールディングスなどが下落したことから、

基準価額は19.6％下落しました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを

設けていません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

  

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 参考指数は、TOPIX（東証株価指数）です。 
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■分配金 
当期においては、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、収益分配を行わないこととしました。収益分配に充てな

かった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第23期 

2019年10月22日～ 
2020年４月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,781  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜ダイヤセレクト日本株オープン＞ 

「ダイヤセレクト日本株マザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持します。 

 

＜ダイヤセレクト日本株マザーファンド＞ 

欧米各国では新型コロナウイルスの感染拡大が依然として継続し、大規模な都市封鎖や外出制限が導入されたことから、

短期的には経済活動の大きな落ち込みが想定されています。また、国内でも新型コロナウイルスの感染拡大ペースが加速し

始めており、リスクは依然として残ります。しかし、世界の主要各国が打ち出している大規模な財政・金融政策が経済を下

支えし、国内株式市場は緩やかながらも回復基調に転換すると予想します。 

企業業績面では、新型コロナウイルスの感染拡大や原油価格の急落により不確実性が高まっています。しかし、現時点の

株価は予想EPS（１株当たり利益）の大幅な下方修正が既に織り込まれたと考えられる水準であり、ここからの株価の下落

は限定的なものにとどまると予想します。 

このような環境下、引き続き「三菱グループ企業」の株式の中から、わが国の取引所に上場されている株式を主要投資対

象とし、「時価総額の大きさに応じて投資する戦略」と「配当利回りの大きさに応じて投資する戦略」の２つの戦略を組み

合わせることによって、三菱グループ企業の成長を享受しながら、信託財産の中長期的な成長を目指します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年10月22日～2020年４月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 48  0.520  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (23)  (0.246)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (23)  (0.246)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.027)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.009   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
＊売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 1)  (0.009)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.005   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.005)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 50   0.534    

期中の平均基準価額は、9,214円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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○売買及び取引の状況 (2019年10月22日～2020年４月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ダイヤセレクト日本株マザーファンド 20,689 38,860 247,400 455,231 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年10月22日～2020年４月20日) 

 

項 目 
当 期 

ダイヤセレクト日本株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 665,259千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 3,138,702千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.21   
 

（注） (b)は、各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注） (c)は、小数点以下２位未満を切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年10月22日～2020年４月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

＜ダイヤセレクト日本株マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 18 52 200 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは東京
海上ホールディングス株式会社です。 

 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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○組入資産の明細 (2020年４月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ダイヤセレクト日本株マザーファンド 1,675,758 1,449,046 2,432,369 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2020年４月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ダイヤセレクト日本株マザーファンド 2,432,369 99.3 

コール・ローン等、その他 16,704 0.7 

投資信託財産総額 2,449,073 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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ダイヤセレクト日本株オープン 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年４月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,449,073,016   

 ダイヤセレクト日本株マザーファンド(評価額) 2,432,369,926   

 未収入金 16,703,090   

(B) 負債 16,703,090   

 未払信託報酬 16,529,189   

 その他未払費用 173,901   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,432,369,926   

 元本 3,187,447,699   

 次期繰越損益金 △  755,077,773   

(D) 受益権総口数 3,187,447,699口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,631円 

 
（注） 当ファンドの期首元本額は3,663,109,121円、期中追加設定元

本額は45,385,733円、期中一部解約元本額は521,047,155円です。

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額

（元本の欠損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資

産の額となります。 
 

○損益の状況 (2019年10月22日～2020年４月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △  590,395,475   

 売買益 72,496,299   

 売買損 △  662,891,774   

(B) 信託報酬等 △   16,703,090   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △  607,098,565   

(D) 前期繰越損益金 △  345,394,175   

(E) 追加信託差損益金 197,414,967   

 (配当等相当額) (    430,021,080)  

 (売買損益相当額) (△  232,606,113)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △  755,077,773   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △  755,077,773   

 追加信託差損益金 197,414,967   

 (配当等相当額) (    430,327,157)  

 (売買損益相当額) (△  232,912,190)  

 分配準備積立金 137,634,636   

 繰越損益金 △1,090,127,376   
 

（注） (A)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (B)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (E)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注） 分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 当 期 

a. 配当等収益(費用控除後) 35,637,331円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 430,327,157円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 101,997,305円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 567,961,793円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,781円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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ダイヤセレクト日本株オープン 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2020年４月20日現在) 

＜ダイヤセレクト日本株マザーファンド＞ 
 下記は、ダイヤセレクト日本株マザーファンド全体(1,449,046千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（1.5％）    

ピーエス三菱 60.6 70.4 35,974 

食料品（9.2％）    

キリンホールディングス 115.5 104.8 217,040 

パルプ・紙（0.6％）    

三菱製紙 28.4 38.6 13,124 

化学（8.9％）    

三菱瓦斯化学 61.9 49.4 62,688 

三菱ケミカルホールディングス 229.4 207.5 125,164 

大日本塗料 36.6 28.4 23,373 

石油・石炭製品（6.4％）    

ＪＸＴＧホールディングス 465.9 416.5 152,230 

ガラス・土石製品（3.9％）    

ＡＧＣ 39.9 36.4 91,800 

鉄鋼（0.0％）    

三菱製鋼 35 1.5 1,218 

非鉄金属（2.4％）    

三菱マテリアル 28.1 27.8 56,851 

機械（5.1％）    

三菱重工業 47.4 45.8 121,347 

電気機器（8.9％）    

三菱電機 201.8 163 211,085 

輸送用機器（3.4％）    

三菱自動車工業 268 267 79,566 

精密機器（3.2％）    

ニコン 78.9 78.8 75,332 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

海運業（2.0％）    

日本郵船 36.9 34.7 46,220 

倉庫・運輸関連業（1.8％）    

三菱倉庫 19.6 19.3 43,096 

情報・通信業（1.3％）    

三菱総合研究所 11.1 8.8 30,008 

卸売業（9.7％）    

三菱食品 15.6 13.3 35,457 

三菱商事 102.3 88.5 193,372 

小売業（3.7％）    

ローソン 17.9 14.6 88,768 

銀行業（7.9％）    

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 526.6 448.2 187,661 

保険業（8.5％）    

東京海上ホールディングス 48.1 41.4 200,500 

その他金融業（3.4％）    

三菱ＵＦＪリース 186.7 157.8 79,373 

不動産業（8.2％）    

三菱地所 118.3 111.8 194,811 

合 計 
株 数 ・ 金 額 2,780 2,474 2,366,066 

銘柄数＜比率＞ 24 24 ＜97.3％＞ 
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率

です。 

（注） 合計欄の< >内は、このファンドが組み入れている親投資信託

の純資産総額に対する評価額の比率です。 
 

 

 

国内株式 
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